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5G 基地局設置条例を望む会 大阪支部 

代表 東 麻衣子 

 

 

スーパーシティ構想再申請中止を求める要望書 

 

 日頃より南花台の課題解決のためにご尽力いただき、ありがとうございます。 

内閣府は 8 月 6 日、スーパーシティ型国家戦略特別区域の区域指定に関する専門調査会の

第 1回会合を開催しました。夏までに区域指定を目指していましたが、「大胆な規制改革の

提案が乏しかった」「先端的サービスの実現を目指す設計が不十分だった」として応募して

いた 31 の地方公共団体に対して提案の再提出を求めました。また、「安全性を理由にこれ

まで阻止されていた規制改革を、住民が安全性に関するリスクを受け入れても、改革すべき

だと合意するならば、非常に大きな岩盤規制改革を行える」「例外者はちゃんと説得して、

強制力を持って全体最適でやっていくのだという覚悟を負うべきだ」とあり、「個人情報利

用」の規制緩和を強く迫っています。5G 技術であらゆるものが繋がる IoT化が進めば進む

ほどサイバー攻撃、個人情報漏洩リスク、電磁波への被曝は高まります。スーパーシティに

は様々な問題が指摘されています。 

・サイバー攻撃による個人情報漏洩、都市機能のマヒ 

・データ連携基盤（都市OS）は事業者が構築するため採算が合わなければ撤退 

・5G 基地局による電磁波リスク 

2018 年 12 月、国税局の委託先からマイナンバーカードを含む個人情報が 70 万件流出。

2020 年 1 月、三菱電機は大規模なサイバー攻撃を受け、従業員など 8122 人分の個人情報



と政府関連の機密が流出しました。サイバー攻撃を受けると都市機能がマヒする可能性も

指摘されています。ハッキングに対して行政はどこまで対応できるのか？利便性と引き換

えに個人情報を引き渡すリスクについて、もっと考えていただきたいです。カナダのトロン

トではグーグル傘下のサイドウォーク・ラボが鳴り物入りで始めた「スマート・シティ」計

画が突然撤退しました。表向きは新型コロナを理由にしていますが、収集したデータの取り

扱い、決定における透明性の欠如、プライバシー侵害への懸念に市民が反発、訴訟も起きて

いました。実際はデータが集まらない＝儲からない＝撤退という図式です。5G基地局の電

磁波リスクについては 6 月 9 日に提出した「5G 基地局設置に関する要望書」の通りです。

スーパーシティは一度決まると後戻りできません。 

「我が国のスーパーシティは住民が参画し、住民目線で 2030 年頃に実現される未来社会の

先行実現を目指すもの」とありますが、本当に住民目線なのでしょうか？スーパーシティは

住民のための技術ではなく、技術のために南花台の住民が実験台になるのではと危惧して

います。南花台のスーパーシティ構想の再申請を中止してください。よろしくお願いいたし

ます。 

 

＜要望事項＞ 

南花台のスーパーシティ構想の再申請を中止してください。 
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提出団体 5G 基地局設置条例を望む会 代表 東 麻衣子 

 



賛同団体 いのち環境ネットワーク 代表 加藤やすこ 

          伊勢崎市電磁波環境を考える会 代表 服部房江 

     さっぽろ青空連絡会 代表 木椋とし子 

     化学物質過敏症・ゆるゆる仲間 代表 福田喜代子 


